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1. 本事業の振り返り
1.1. 本事業の全体概要

◼ 本事業では、こども・子育て分野を中心に生成AIを利活用した事例の調査や、地方公共団体や保育施設担当者等の生成AIへのニーズを調査
するとともに、生成AIを利用した取組を実証的に行うことで、各ステークホルダーを巻き込み、次年度以降の社会実装に向けた土台作りを行うことを
目的に実施しました。

◼ そして、実証等を通じて、こども・子育て分野において公共団体等が生成AI等を利用する際に留意すべき論点やその効果等を整理し、ガイドライン
や標準仕様として取りまとめを行いました。

(2)
生成AIの
事例調査

(3)
生成AI を利用した

取組の実証

•生成AI の動向調査
こども・子育て分野を中心に生成AI
を利活用した事例を調査し、考えら
れるユースケース及び論点を整理
する。

•生成AI に関するニーズ調査
こども・子育て分野に関連する地方
公共団体の業務及び保育施設等の
業務において生成AI の利用に向け
た課題・ニーズを調査しとりまとめ、
考察・論点を整理する

•事例調査結果

業務内容

•実証の推進
地方公共団体や保育施設等において、
生成AI を利用した取組を実証的に
行い、論点、課題、効果等を整理する

① 実証事業参画団体の公募と
決定

② 実証事業に必要な環境の整備

③ 生成AI 利用のユースケースの検討

④ 実証実施

⑤ 実証結果の取りまとめ

⑥ 報告会の開催

•公募要領、公募審査結果
•実証環境（プログラム、設計書等）
•生成AI利活用ユースケース
•実証計画書
•実証結果
•報告会向け資料

成果
(アウトプット)

(5)
成果報告書の

作成

•報告書作成
（２）～（４）の内容の取組や
成果等をまとめた「成果報告書」を
作成

•生成AI利活用ガイドライン
（本編、概要版）

•地方公共団体が生成AIを構築する際
の調達仕様書サンプル

•検討委員会向け資料
•検討委員会議事録
•委員からの助言・提言一覧

(4)
検討委員会の

設置・運営

•生成AI利用ガイドラインの作成
事例調査・実証の結果を踏まえ、こども・
子育て分野における生成AIの適切な
利用に向けたガイドラインを弊社にて作成
（※概要版も含め作成）

•標準調達仕様書作成
地方公共団体が生成AIを構築する際の
調達仕様書サンプルを作成

•検討委員会の設置・運営
委員7名の検討委員会を立ち上げ、
委員会運営等の各種ロジを実施。
検討委員会での議論を踏まえて実証
事業の実施及びガイドラインの作成を
行う

•報告書（本編、概要版）

（1）
本事業の
運営管理

•業務実施計画書を作成

•業務実施計画書に基づき、業
務を推進し、進捗管理・課題
管理・リスク管理、ステークホル
ダー管理等の各種プロジェクト
マネジメントを実施する

•業務実施計画書
•各種プロジェクト管理資料

第１回検討委員会
再掲資料
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1. 本事業の振り返り
1.2. 本事業の成果物（1/3）

◼ 「生成AIの事例調査」における成果物は以下のとおりです。

生成AIの事例調査

生成AIの事例調査結果

次年度以降の本格展開を見据え、生成AIの利用者になりえる地方公共団体や保育施設担当者が

生成AIの活用イメージや効果・意義が理解できるようにする

✓ 生成AIを中心にAIの技術的情報を整理

✓ こども・子育て分野の業務を中心に、生成AIを利活用している事例を幅広に収集

目的

生成AIに関するこども子育て現場のニーズ調査結果 

地方公共団体、保育施設担当者の現場の困りごとや生成AI等の技術への期待値を把握

✓ 全国の地方公共団体（都道府県：47団体、市町村：1718団体）および保育施設に対して

アンケート調査を行い、幅広く・漏れなくニーズ・課題感を抽出し取りまとめ

✓ アンケート調査の回答データを分析した単純集計、クロス集計結果をグラフ等で可視化

目的

成果物のポイント

成果物のポイント
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1. 本事業の振り返り
1.2. 本事業の成果物（2/3）

◼ 「生成AIを利用した取組の実証」における成果物は以下のとおりです。

生成AIを利用した取組の実証

実証結果 

実証成果を関係者間で共有するとともに、次年度以降の本格展開に向けての論点や課題に対する

対応策の指針となるように取りまとめる

✓ 実証団体の利用者からのの声を掲載

✓ 各実証団体で上手くいった点・上手くいかなかった点のどちらも記載

✓ 実証期間内で各団体と調整したセキュリティ面の対策を整理

目的

成果物のポイント
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1. 本事業の振り返り
1.2. 本事業の成果物（3/3）

◼ 「検討委員会の運営・設置（生成AI利活用ガイドライン等の作成）」における成果物は以下のとおりです。

検討委員会の運営・設置（生成AI利活用ガイドライン等の作成）

生成AI利活用ガイドライン

次年度以降に地方公共団体等の利用者が安心して生成AIを利用できるようにするための

指針となるよう作成を進める

✓ 様々な知識レベルの方が参照することを想定し、基礎編、実践編といったように、

目的別にガイドラインを分けて作成

✓ 経済産業省、文部科学省、東京都など、既に生成AI利活用ガイドラインを作成している好事例

を参考にガイドラインを作成することで、既存の調査結果を含めた知恵の結集

目的

成果物のポイント

調達仕様書サンプル

全国の地方公共団体等において、生成AI導入時の仕様書作成等の負担を軽減できるよう、調達

仕様書サンプルを取りまとめる

✓ 実証参加団体の自治体の意見を確認し、自治体目線で利活用しやすい記載ぶりに

✓ 共通的に利用出来て陳腐化しにくいユースケースを前提に記載

目的

成果物のポイント
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1. 本事業の振り返り
1.3. 全体スケジュール概観

◼ 事例調査（動向調査、ニーズ調査）は実施が完了し、調査結果の取りまとめとガイドラインへの反映作業を実施しております。

◼ 実証については、実証団体（全14団体）による最終報告会を開催し、各実施報告書をもとに最終成果の取りまとめを実施しております。

◼ 成果報告書としては、生成AI利活用ガイドライン及び調達仕様書サンプルの素案の作成が完了し、関係各所にてレビューを実施中です。今後は、
レビュー結果の取り込み作業を行い、各成果物の最終化を行います。

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

本事業の全体スケジュール

第1回検討委員会▲ 第2回検討委員会▲ 第3回検討委員会▲ 第4回検討委員会▲ 第5回検討委員会▲
中間報告会▼ 成果報告会▼実証環境リリース▼公募説明会▼

重点領域調査※ヒアリング時は、ニーズ調査と併せて実施重点領域調査

アンケート実査 ヒアリング準備 地方公共団体、保育施設へのヒアリング

ヒアリング準備 検討委員会へのヒアリング

実証団体公募実施実証団体公募準備

実証環境提供（運用・改善）

中間検証結果取りまとめ

実証（検証実施、評価結果取りまとめ）

最終検証結果取りまとめ

成果物提出

実証環境構築

ユースケース詳細検討想定ユースケースでのブレスト

実証準備

構成案検討

構成案検討

生成AI利活用ガイドライン作成

標準調達仕様書案の作成

成果報告書作成構成案検討

動
向
調
査

生
成
A
I
事
例
調
査

ニ
ー
ズ
調
査

生
成
A
I
を
利
用
し
た

取

組
の

実
証

成
果

報

告

書

の

作

成

アンケート準備

実証団体採択

最新動向調査を継続的に実施包括的調査



2. 実証事業のご報告
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2. 実証事業のご報告
2.1. スケジュール

◼ 第4回検討委員会（令和6年12月25日開催）以降、本実証事業に協力いただく団体（以降、「実証団体」とする）に対する実証環境の提供や
実証を進め、全団体の実証が完了しました。

◼ 2月には最終報告会を実施し、各実証団体において検証結果の報告・実証団体間での今後の生成AI活用に向けた意見交換を実施しました。

「生成AIを利用した取組の実証」の全体スケジュール

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

応募団体

公募実施

応募団体

公募準備

実証環境提供（運用・改善）

中間検証

結果とりまとめ

応募団体

採択

実証（検証実施、評価結果とりまとめ）

中間報告会
▲

最終報告会
▲

最終検証

結果とりまとめ

成果物

提出

実証環境構築

ユースケース

詳細検討

生成AIの動向調査

弊社提案のユース

ケースでのブレスト

実証環境リリース
▲

公募説明会
▲

動向調査の結果を実証環境にも反映

実証準備

現在
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2. 実証事業のご報告
2.2. ユースケース一覧（1/2）

◼ 本実証事業では、以下のユースケースを実施しました。

実証団体及びユースケース一覧

№ 団体名 ユースケース 保育施設等の関係機関 協力事業者名

1 奈良県※
• 住民と支援制度の適切なマッチング支援
• 自治体職員の庁内子育て関連情報の収集支援
• 支援制度データの整形業務支援

ー
• デロイト トーマツ コンサル

ティング合同会社

2 栃木県 小山市
• ５歳児（年中児）健康相談の記録等作成業務支援
• 支援方針会議の会議記録作成業務支援
• 健診結果・アンケート等の傾向分析業務支援

ー
• 富士通Ｊａｐａｎ株式

会社

3 千葉県 木更津市
• 応対支援チャットボットによる自治体職員の庁内子育て関連情報の収集支援
• チャットボットを用いた住民の子育て関連情報の収集支援

ー
• EYストラテジー・アンド・

コンサルティング株式会社
4 千葉県 印西市

5 石川県 加賀市

• こども一人ひとりの姿を起点とした連絡帳文面の作成業務支援
• こども一人ひとりの姿を起点としたクラス日誌の作成業務支援
• こども一人ひとりの姿を起点とした探究的な学びを促す明日の活動のデザイン業務支援
• こども一人ひとりの姿を起点とした教育的ドキュメンテーションの作成業務支援

保育園
• 株式会社エクサウィザーズ
• 株式会社VisionWiz
• まちの研究所株式会社

6 大阪府 富田林市※

• 各種文書の多言語版の作成業務支援
• こどもの権利条例の周知に向けた広報物のイラストの作成業務支援
• こどもの権利条例の周知に向けた広報物の文章案の作成業務支援
• 条例検討委員会でのシナリオ案作成業務支援
• 条例検討委員会での議事録要約案の作成業務支援
• 各種イベント内容や出前講座等の企画と資料作成業務支援
• 各種調査結果（アンケート・関係機関ヒアリング・ワークショップなど）の整理と分析及び報告書作成

業務支援

ー なし

7 長野県 中野市※ • 保護者説明資料や保育課報告資料の作成支援
• 事故発生時のアラート通知及び映像分析支援

保育園
• NTTコミュニケーションズ

株式会社

※生成AIの実証環境はABeam提供
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2. 実証事業のご報告
2.2. ユースケース一覧（2/2）

◼ 前頁の続き。

実証団体及びユースケース一覧

№ 団体名 ユースケース 保育施設等の関係機関 協力事業者名

8 宮城県 仙台市

• 児童館職員の内部資料作成業務支援
• 職員間・施設間での庁内情報収集支援
• 児童館職員のエンターテインメントコンテンツ企画・創出業務支援
• 児童館職員の心理状態評価及びカウンセリング支援

児童館、児童クラブ • 株式会社セレンディカ

9 奈良県 奈良市 • 専門的な相談内容に対するデータ加工・分析業務支援 ー
• 富士通Japan株式会社
• 株式会社オプテージ

10 大阪府 豊中市 • チャットボットを用いた住民の子育て関連情報の収集支援 ー

• 株式会社サイバーエー
ジェント

• 株式会社AI Shift
• 株式会社メリル

11 愛知県 名古屋市
• 当事者からの相談対応記録の作成支援
• 関係機関との連絡対応記録の作成支援

児童相談所

• 株式会社エヌ・ティ・ティ・
データ経営研究所

• 西日本電信電話株式会
社

• エヌ・ティ・ティ・スマートコ
ネクト株式会社

12 東京都 狛江市 • 保育ICTシステムにおける「おたより」の文章作成業務支援
• 保育ICTシステムにおける「連絡帳」の文章作成業務支援
• 保育ICTシステムにおける「おたより、連絡帳、帳票」の外国語翻訳業務支援
• 園児毎の写真枚数バラつきチェックによる園児個別写真整理業務支援
• 不適切写真チェックによる園児個別写真整理業務支援

保育園 ユニファ株式会社13 岩手県 北上市

14 神奈川県 横須賀市
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2. 実証事業のご報告
2.3. ユースケースの全体像

◼ 本事業では自治体職員及び保育施設職員、住民をユーザと想定し、4つの生成AIカテゴリ※に関するユースケースを実証しました。

◼ 次頁以降では、実証成果の分析結果を整理しております。

ユースケースの全体像

自治体

保育施設

住民

コンテンツ作成
データ加工・分析
アイデア出し

翻訳
情報収集

コンテンツ作成
画像認識

コンテンツ作成
アイデア出し

コンテンツ作成
データ加工・分析

コンテンツ作成
データ加工・分析

アイデア出し

翻訳
情報収集

コンテンツ作成

画像認識※2
コンテンツ作成
アイデア出し

コンテンツ作成
データ加工・分析

コンテンツ作成
データ加工・分析
アイデア出し

翻訳

情報収集
コンテンツ作成
画像認識

コンテンツ作成
アイデア出し

コンテンツ作成
データ加工・分析

ユーザ

生成AI
カテゴリ※1

文章 画像 画像→文章 音声→文章

※1 生成AIが生成するコンテンツの種類ごとに分類。なお、本資料では画像または音声データを基に文章コンテンツを生成するものをそれぞれ「画像→文章」「音声→文章」と整理する。
※2 保育施設における画像認識ユースケースでは、生成AIは使用しておらず画像の判別AIを用いている。
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※資料非公開

2. 実証事業のご報告
2.4. ユースケースの実証報告



3. 調査事業のご報告
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3. 調査事業のご報告
3.1. 動向調査の実施概要

◼ 動向調査では、地方公共団体やこども子育て関連施設が生成AIの導入や運用にあたって把握しておくことが望ましい情報を調査対象としました。

◼ 包括的調査にて前広に取りまとめた情報を踏まえて、重点領域調査にてさらに詳細な情報の調査や国際的な情報等を含めて調査しました。

生成AI等技術動向に関する基礎知識の取りまとめ
行政分野やこども・子育て分野に生成AI等を導入するに
あたって事前に把握いただくことが望ましい生成AI等の基本
知識を取りまとめました。

行政やこども・子育て分野における生成AI活用事例
の取りまとめ
こども・子育て分野を中心に生成AI等の活用事例を調査し、
取組効果や取組プロセス等を取りまとめました。

生成AI利活用における課題の取りまとめ
他省庁のガイドラインや国内の研究機関の調査レポート等
を基に、生成AIの利活用における社会的・倫理的課題や
技術的課題等について取りまとめました。

生成AI等技術動向の詳細情報の取りまとめ
生成AIのモデル、生成AIが使用するデータ、生成AIの利用方法の観点で
生成AI導入において事前に把握いただくことが望ましい技術情報など詳細
な技術情報を取りまとめました。

こども・子育て分野で応用が見込める他分野の生成AI活用事例
の取りまとめ
包括的調査で対象にした活用事例に加えて、こども・子育て分野において
応用可能性が高い他分野における生成AIの活用事例について取りまとめ
ました。

生成AI利活用における規制動向の取りまとめ
国際機関や他国における生成AI等のガイドラインや法律等を基に国際的
な生成AIの規制動向について取りまとめました。

包括的調査 重点領域調査

実施内容

調査目的
地方公共団体やこども子育て関連施設が生成AIを導入・運用するにあたって、把握しておくことが望ましい技術情報や活用事例、
課題や指針等の整理
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3. 調査事業のご報告
3.2. 動向調査の結果概要

◼ 調査結果は動向調査調査報告書として取りまとめた上で、一部調査内容についてはガイドライン基礎編へ反映したほか、その他の部分についても
ガイドライン別添資料として提示する想定です。

✓ 生成AIモデル
生成AIの基本概念、LLMの種類と使い分け、画像生成AIモデルの種類と使い分け、
国産生成AIの動向

調査報告書の目次 調査結果の活用先

ガイドライン基礎編

ガイドライン別添資料

生成AI導入にあたって有用であると想定される項目について、
ガイドライン別添資料に反映

✓ 生成AI等におけるデータの扱い方
ドメイン固有のデータの活用方法、データの前処理、紙資料のデータ化

✓ こども・子育て分野における活用事例
こども・子育て分野における生成AI等の活用事例、こども・子育て分野に関連する
システム（アプリケーション）における国内のAI活用動向

✓ 生成AIの利用方法
実装方式の種類と使い分け、プロンプトエンジニアリング

✓ トレンド
動画生成AI、ドメイン特化型LLM、ローカルLLM

✓ 諸外国における事例
諸外国のこども・子育て領域における活用事例、諸外国におけるAIインシデント事例

✓ 類似業務を有する分野における活用事例
教育分野、ヘルスケア分野、エンタメ分野、ソーシャルサポート分野、福祉分野

✓ 生成AI等技術の利活用に係る課題と規制動向
社会的・倫理的課題、技術的課題、生成AI利活用時の注意事項、国際的な規制動向

反映箇所（例） 反映内容（例）

3.1.(1) 
生成AIとは

生成AIの基本概念の記載内容を基に作成

3.1.(4)
生成AI利活用にお
ける注意点

生成AI利活用における課題や対策を参考に
作成

3.1.(5) 
規制ガイドラインの動
向

生成AI等技術の利活用に係る課題と規制動
向にて調査した規制ガイドライン等を基に作成

etc.
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3. 調査事業のご報告
3.3. ニーズ調査の実施概要

◼ こども・子育て分野における生成AIに対するニーズ・課題を把握するために、全国の地方公共団体やこども子育て関連施設にアンケートを実施しました。
◼ アンケート項目は生成AIに対する期待値やニーズ、生成AI活用における課題感を回答する項目を中心に構成しました。

⚫全国すべての地方公共団体

（都道府県、市区町村）

⚫ こども子育て関連施設

（認可保育園、幼稚園、幼保連携型認定こども園 等）

① こども・子育て分野における生成AI等技術に対する期待値・ニーズを漏れなく収集
生成AIに対する期待値・ニーズを網羅的に把握するために、すべての地方公共団体・こども子育て関連施設へアンケート調査を行う

② 導入ニーズが高い団体・地域等を特定
今後のアクションプランの参考にするため、導入ニーズが高い地域や団体を特定する（＝ニーズが高い団体を優先的に支援するため）

③ 導入時における現場の課題抽出
地方公共団体やこども子育て関連施設に生成AIを導入する上での業務・システム環境上の課題や制約事項を把握する

調査目的

調査対象

ニーズ調査概要

全国すべての地方公共団体・こども子育て関連施設を調査対象とする

全国すべての地方公共団体やこども子育て関連施設を調査対象とし、生成AI等への期待値・ニーズを漏れなく調査できるようにする

アンケート調査の結果を踏まえ、特に深掘り調査をすべき対象者を選定した上で、ヒアリング等の調査を実施する

※現場の職員様の生成AIへの理解度を考慮し、生成AIについての説明資料を別添資料にて送付しました

調査の

ポイント
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3. 調査事業のご報告
3.4. ニーズ調査の結果概要

◼ ニーズ調査結果については、地方公共団体やこども子育て関連施設それぞれの期待値・ニーズや団体特性、導入課題の傾向を整理する形で取りま
とめました。

◼ 調査結果についてはヒアリング対象者の選定やヒアリング項目作成の参考にしました。

地方公共団体のアンケート回答傾向

期待値・

ニーズ

• 生成AIを日常的に活用している団体は
限定的ではあるが、全団体の活用への
期待値は高い傾向。

• 特に情報収集や文章要約におけるニー
ズが高い。

導入課題

• 生成AI導入時の課題としては、「生成
AIの活用方法が分からない」が最多。

• 導入後の課題としては、「精度の低さ」が
最多。

• 生成AIを日常的に活用している団体は
限定的であり、全団体の活用への期待
値も高いとは言えない。

• ニーズのある団体においては情報収集や
文章要約におけるニーズが目立った。

こども子育て関連施設の
アンケート回答傾向

団体特性

• 都道府県の方が市区町村に比べて生
成AIに対してニーズが高く、人口規模
の少ない団体ほど生成AIの活用が進
んでいない。

• 公立私立ともに日常的に活用・実証実
験を経験している割合は低く、活用できる
と見込んでいる団体の割合も地方公共
団体に比べて少ない。

• 生成AI導入時の課題としては、「生成AI
の活用方法が分からない」が最多。

• 導入後の課題としては、「権利侵害の懸
念」が最多で、生成AIを活用しているこども
子育て関連施設においては内部規定・ルー
ルが整っていない団体や私物端末を使って
生成AIを利用している団体が多い。

調査結果の活用先

ヒアリング

• 調査対象：
今後活用できる見込みがあるが活用できて
いない団体、導入後の定量評価を行ってい
るなど特筆すべき自由記述を記載していた
団体の選定に活用した。

• 調査項目：
活用に向けた課題感の深掘りや、活用事
例内容についての深掘りのためのヒアリング
項目作成に活用した。
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3. 調査事業のご報告
3.5. ヒアリング調査の実施概要

◼ ヒアリング調査では、①ニーズ調査ヒアリングと②動向調査ヒアリングにて現場の課題とその解決方法・意見等を広く収集し、専門家を対象とする
③有識者ヒアリングにて、現場の実態等を踏まえてガイドラインへの反映方法についてご意見をいただきました。

2024年10月28日～11月26日

アンケート回答を踏まえて、生成AIの利活用が
うまくいっていない団体における課題をヒアリングに
より詳細化する。

①ニーズ調査ヒアリング

生成AIの利活用やルール作りが進んでいる
団体が、利活用に至るまでの課題をどのように
解決したか、効果的な事例について深掘りを
行い、成功要因や課題（ボトルネック）の解決
方法について深掘りする。

②動向調査ヒアリング

Web会議

調査方針

ヒアリング対象

実施期間

実施方法

③有識者ヒアリング

有識者へのヒアリングを通して、①ニーズ調査ヒアリ
ングや②動向調査ヒアリングを踏まえてガイドライン
に反映する内容を取りまとめたものの妥当性を確認
する。

生成AIの活用に意欲があるが、日常業務に
活用できていない団体が対象

⚫保育園、幼稚園、こども園、地方公共団体

利活用における課題の詳細についてヒアリング

好事例を有している団体が対象

⚫好事例団体
アンケートにて見つかった好事例団体や、委員会
参加者の所属する団体の中から、幅広く事例を
持っている団体を中心にヒアリング
※こども子育て関連施設1件、地方公共団体2件

専門知識（法律、技術）を持った有識者が対象

⚫法の観点：弁護士

法的な観点で問題の有無または懸念点等について
ヒアリング（リスク回避、低減等）

⚫技術の観点：大学教授

技術的な実現性等の観点でヒアリング

2024年12月2日～12月13日

ヒアリング調査結果一覧（ヒアリング調査票に各回答のガイドラインへの反映方針を記載したもの）成果物
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3. 調査事業のご報告
3.6. ヒアリング調査の結果概要（1/2）

◼ ヒアリング対象先の生成AIの導入・運用における課題や実際に導入した上での知見、有識者の方からの専門知識を踏まえたご意見を取りまとめて、
ガイドライン基礎編や、実践編に反映しました。

動向

調査

ヒアリング結果の活用先

ニーズ

調査

地方公共団体
ヒアリング回答概要

• アペンディックスにて、先進的な取組を行っている団体の事例
（ベテラン職員の知見を参照可能なツール）を反映

ガイドライン基礎編

ガイドライン実践編

こども子育て関連施設
ヒアリング回答概要

• 費用対効果やメリット・デメリットなど
の情報・知識を有していないことから
予算確保など関係者との調整が難し
いと感じている旨の回答

• セキュリティポリシー等の規程・ルール
や利用環境の対応、AIの利用経験
者の人材不足などを支援する組織の
必要性について回答

• 情報政策部門等にて運用ルールや教
育体制を整えるのがよいのではないか
という回答

• 生成AIの利活用に関する知識（注意
点や活用事例等）が不足している状
況について回答

• こどもの実体験を重視し、こどもに対し
て生成AIを使うことに懐疑的な回答

• 事務作業での業務負担軽減について
期待を示す回答

• 業務プロセスの見直しによる段階的な導
入の工夫、現場理解の促進に向けた
リーダー層主導での取組を回答

• 文書作成支援による業務効率化事例
やベテラン職員の知見を参照可能な
ツールの開発による業務効率化事例の
紹介

• 生成AI利活用におけるリスクアセスメント
チェックシートを作成することで導入の負
担を軽減している旨の回答

• 要配慮個人情報の生成AIでの取り扱い
ルールを作成している背景を回答

• ハルシネーションの懸念がない環境を整え
ることで、生成AIアウトプットの確認負荷
を軽減することが望ましい旨の回答

反映箇所（例） 反映内容（例）

3.1.(4)
生成AI利活用における
注意点

導入において、特に運用・管理部門
が適切な知識をつける必要がある旨
を反映

3.2.(1)
生成AI導入の流れ

• 契約関連部署や、ICT関連部門
等との協力が必要である旨を反映 

• 個人情報の取り扱いにおいて注意
すべきポイントを反映
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3. 調査事業のご報告
3.6. ヒアリング調査の結果概要（2/2）

◼ 前頁の続き

ヒアリング結果の活用先

有識者

• キャラクター利用における著作権侵害の対策や個人情報保護
の観点で、ガイドライン作成にあたって参考になる情報源（著
作権法35条の運用指針など）の提示

• 利用規約や契約書の確認観点（生成AIが入力データを学習
に利用しないかなど）についてのご意見

• 生成AI活用の透明性確保や適切な利用をサポートする体制
整備の必要性など適切な利用のための指針についてのご意見

有識者ヒアリング回答概要

反映箇所（例） 反映内容（例）

3.1.(3)
こども・子育て分野での利活用
可能性

チャットボット事例を取り上げる際に、利用
者に生成AIを利用する旨を反映

3.1.(4)
生成AI利活用における注意点

生成AI利活用に関する問い合わせ先を
設置することが望ましい旨を反映

3.2.(1)
生成AI導入の流れ

事業者への依頼事項や役割分担を詳細
に定め、実装時の責任範囲を明確にする
必要がある旨を反映

ガイドライン基礎編
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